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　二藤さんのキャリア
はつまずきの連続だっ
た。本当は製薬企業の
研究職を志望していた
が、思いは叶わなかっ
た。それでも医薬品開
発に関連した職種をあ
きらめられない中、研
究室の先輩からＣＲＯ
のモニター職を紹介さ
れ、偶然秋採用を実施
しているＳＲＤに応
募。縁があって採用さ

れ、2005年に入社した。
　入社３～４年目までは皮膚科領域の
治験を担当した。モニター職として一
つひとつの仕事が達成感だった毎日。
中でも治験実施医師との仕事は、二藤
さんをモニターとして大きくさせた。
　でも最初はつまずいた。治験を開始
するにあたっては、治験担当医師から
履歴書をもらう手続きが必要になる
が、送付した履歴書をまた送り返して
もらうための返信用封筒を入れ忘れた
まま郵送してしまうミスが２回続い
た。すぐに二藤さんの電話が鳴る。「社
会人としてどうなのか」。上司といっ
しょに謝罪に向かった。
　「それ以降、準備に気を付けるよう
になった」と二藤さん。最初はＳＲＤ
という会社の名前、もしくは治験依頼
者の製薬企業名で呼ばれていたのが、
“二藤さん”と声をかけてもらえるよう
になったのは信頼を勝ち得たから。一
つひとつの仕事の準備に時間をかけ、
真面目にやり遂げる姿があった。医師
からの、「君は僕が育てたようなもの
だからね」という言葉をありがたく感
じ、担当が変わることを医師に告げる
ときには「今度、飲みに行こうか」と
誘ってくれた。医薬品開発のパートナ
ーである医師と距離感を縮めること
で、薬剤や疾患に関する知識を多く学

　医薬品開発の面白さに惹かれ、ＣＲＯ「ＳＲ
Ｄ」の臨床開発モニター職に就いた二藤望さん。
薬学部を卒業し、ＳＲＤの生え抜き人材として、
失敗でつまずきながらもたくましく成長してき
た。今では臨床開発部課長として後進の指導に
力を注ぐ。若き日の失敗が自分を育ててきた思

いが強いからこそ、若手社員にはどんどん新し
い仕事に挑戦し、そこでの失敗をバネに成長し
てほしいと語りかける。「誰かがミスをしたと
きに、手順やシステムでその後のミスの再発を
防いでいけるようにしたい」という力強い言葉
に、リーダーとしての自覚が強く滲んだ。
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んだ。
　そして医薬品開発業務を

引っ張るプロジェクトリーダーとい
う立場になった。やる気のある若いモ
ニターをリーダーに登用するＳＲＤに
おいて二藤さんが抜てきされた。その
期待に応えようと全力で立ち向かっ
た。
　しかしプロジェクトリーダーという
仕事は、現場のモニター業務とは異な
り、治験の進行やチームスタッフの教
育といったマネジメントのスキルに加
え、製薬企業との折衝などが要求され
るなど簡単ではない大変な仕事だ。
　ある薬剤の治験で第Ⅱ相試験を終え
第Ⅲ相試験に移行する際に、競合のＣ
ＲＯと受注を競うコンペに参加した
が、受注を落としてしまった。ＳＲＤ
が第Ⅱ相試験を経験しており、他社に

比べ有利な立場にあったにもかかわら
ず、仕事を取ることができなかったこ
とが二藤さんを落胆させた。
　「モニターの動かし方に問題があっ
たり、試験期間についても当初予定し
ていた試験完了のスケジュールから後
ろ倒しになってしまい、他のＣＲＯに
比べてプロジェクトマネジメント機能
が弱かったと判断されたのではない
か」。リーダーとして何が足りないか
を考える大きなきっかけになった。
　意識の変革が奏功し、次第に評価を
得られるようになった。製薬企業に対
しては、ＣＲＯに何を求めているかを
考え、提案するようになった。例えば
治験を実施する医師との対話で、開発
薬剤が上市した後でのマーケティング
に役立つ情報を収集できれば、それを
製薬企業にフィードバックするという

取り組みも実践した。治験実施医師に
は、治験薬概要書以上の薬剤に関する
情報を提供することを心がけた。
　臨床開発チームの舵取りも担う。各
部署の言い分を聞き、チームとして進
むべき方向性を示していくリーダーを
模索する。仮に誰かがミスをした場合
には個人の責任だけで事態を収拾する
のではなく、手順やシステムを点検し、
チームとして同じミスをしない品質保
証体制づくりも行っている。
　二藤さんは、「リーダーとしてまだ
まだ成長途中。モニタリング業務のリ
ーダーとしてプロジェクトを成功させ
ていきたい」と謙虚な姿勢を崩さない。
目指すのは、１人でも優秀な人材をつ
くっていくこと。例えば、自分のチー
ムから他のプロジェクトに移り、そこ
でエース級として活躍、その後リーダ
ーに育つという姿だ。
　製薬企業の開発戦略にも関与し、グ
ループ内から生まれた創薬シーズを上
市させるという夢もある。ＳＲＤグル
ープ内にはひまわり製薬という創薬企
業もあり、実現したい目標はまだまだ
たくさんある。

　失敗を重ねながら成功につながるヒ
ントを見つけて、まさに“七転び八起
き”でここまで成長してきた二藤さん。
ＳＲＤグループには「挑戦と失敗」と
いうビジョンがあり、役職ではなく「さ
ん」付けで呼び合う風通しのよい社風
が、若いモニターの背中を押す。二藤
さんのようなリーダーが、転びそうに
なる若手社員を後ろから支える。
　「ＣＲＯの事業環境が変化し、モニ
ターに求められるスキルが増大して
いる。薬剤知識が武器になる意味から
も、薬学生にはチャレンジしていただ
きたい」と若い仲間を心待ちにしてい
る。
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